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第５章．保守・その他

5-1. 各制御信号の入出力回路

　本ボードと外部機器の接続については既に１－８項で具体例を示しました。　本項では各入出力

回路の詳細・仕様を記します。

　　送りパルス出力

　　■パルス出力方式（ソフト指定／２－４項．参照）

　　　　　　　　　　　◇個別パルス方式の場合：　ＣＷ　（＋）：　時計廻りパルス出力、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＣＷ（－）：反時計廻りパルス出力。

　　　　　図５－１Ａ．　　　　ＣＷ

　　　　　　　　　　　　　　ＣＣＷ

　　　　　　　　　　　◇共通パルス方式の場合：　　ＣＷ端子＝ＰＬＳ：共通パルス出力、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＣＷ端子＝ＤＩＲ：送り方向指定。

　　　　  図５－１Ｂ．　  　ＰＬＳ

　　　　　　　　　　　　　　ＤＩＲ　　　　　　ＣＷ方向　　　　　　　　　　　　　　ＣＣＷ方向

　　■電気的特性　　　◇各出力端素子＝７４ＬＳ０７（オープンコレクタ）

　　　　　　　　　　　◇シンク電流Ｉ OL＝最大１６ｍＡ

　　　　　　　　　　　◇パルス幅＝デューティ５０％

　　　　　　　　　　　◇出力論理はソフト指定（２－５項）／図５－１Ａ，Ｂは負論理で表示。

　　■対パルスモータ・ドライバ接続（ＣＷのみ記す。／ＣＣＷも同様）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ドライバ側》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＋５ｖ　　          ＋ＣＷ

　　　　　　図５－１Ｃ．対フォトカプラ入力　　　　　　　　　   ＣＷ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ＣＷ　 抵抗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　＋５ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  抵抗

　　　　　　図５－１Ｄ．対ＴＴＬ入力　　　　　　　　　　　　　 ＣＷ　　　　　　　　ＣＷ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＧＮＤ　　　　　　　 ＧＮＤ
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　　　軸センサ入力　：　＋ＥＬＳ，－ＥＬＳ，ＤＬＳ，ＯＬＳ，

　　汎用ビット入力　：　ＩＮＰＯＳ，ＳＶＡＬＭ

　　■電気的特性　　　◇フォトカプラ電流（５～１０ｍＡ）入力

　　　　　　　　　　　◇軸センサ入力極性はボード上のジャンパ設定（１－４項）

　　　　　　　　　　　◇汎用ビット入力論理は固定（ＯＮ＝１、ＯＦＦ＝０）

　　　　　　　　　　　◇駆動用外部電源：標準２４ｖ

　　■外部との接続
　　　　　　　　　　　　　　　       　　　図５－１Ｅ．軸センサ、汎用ビット入力の接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＥＸＴＰＯＷ　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　制御電源

　　　　　　　　　　　　２.２Ｋ ２.２Ｋ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 フォト    　＋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  インタラプタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 各入力　　　　　　　　　　　　　　　　   　の場合

　　　　　　　　　　　　　ＲＭ□                                                             ２４ｖ

　　　　　　　　　　　　（未実装）　　　　　　　　  機械

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接点

【注】　外部制御電源に１２ｖを使用するときは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －

　　　ＲＭ□に３.９ＫΩを追加実装して下さい。

　　（ＲＭ２７，２９，３１，３３，３５，３７）／回路図参照。

　　エンコーダ入力　：　　ＯＲＧ（Ｚ相信号）入力に限り、ロータリーエンコーダ出力との整合

　　　　　　　　　　　　を配慮した接続となっています。

　　■電気的特性　　　◇フォトカプラ電流（５～１０ｍＡ）入力

　　　　　　　　　　　◇軸センサ入力論理はボード上のジャンパ設定（１－４項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図５－１Ｆ．オープンコレクタＺ相信号の接続

　　　　　　　　　　　　　１　２  ３　　　　 ジャンパＰ７（Ｘ，Ｙ，Ｚ，Ｕ）

　　　＋５ｖ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《 ロータリーエンコーダ側 》

　　　　　　　　２７０　　　　　　　　　　　　 ＯＲＧＰ（不使用）

　　　　　　　　　　　　１８０　２７０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オープンコレクタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＯＲＧＮ　　　　　　  　　  Ｚ相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ＧＮＤ　　　　　　　　　　 ＧＮＤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図５－１Ｇ．差動Ｚ相信号の接続

　　　　　　　　　　　　　　１　２　３　　　ジャンパＰ７（Ｘ，Ｙ，Ｚ，Ｕ）　  　《 ロータリーエンコーダ側 》

　　　＋５ｖ                     

　　　　　　　　２７０　　　　　　　　　　　　 ＯＲＧＰ　　　　　　　　　　Ｚ相

　　　　　　　　　　　　１８０　２７０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 差動ＴＴＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＯＲＧＮ　　　　　　　　　　Ｚ相
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　　汎用ビット出力　：　ＳＶＯＮ，ＳＶＲＳＴ

　　　　　　　　　　　　

　　■電気的特性　　　◇　フォトカプラ絶縁オープンコレクタ出力。　但し、ダーリントン回路

　　　　　　　　　　　　なのでＯＮレベル（約１.３ｖ）が高く、ＴＴＬに直結はできません。

　　　　　　　　　　　　　最大シンク電流＝２００ｍＡ（外部電源２４ｖのとき）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝１００ｍＡ（外部電源１２ｖのとき）

　　　　　　　　　　　◇出力論理：固定（ＯＮ＝１、ＯＦＦ＝０）、初期状態はＯＦＦ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　図５－１Ｇ．フォトカプラ入力駆動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　  ＥＸＴＰＯＷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　    外部電源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　      汎用ビット出力　　　　　　　外部機器入力側

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＯＭＭＯＮ

　　　　　　　　【駆動電流計算】　外部電源電圧＝Ｖ、　外部機器入力側の直列抵抗＝Ｒ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　汎用ビット出力側のＯＮ電圧と外部機器入力側のＯＮ電圧を合計約２.５ｖとして、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＯＮ出力時の駆動電流　Ｉ＝（Ｖ－２.５）÷Ｒ　　となる。
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5-2. 故障・トラブル等の原因と対処

　本機は【ＤＯＳ／Ｖ系パソコン】＋【拡張ボックス】のシステム構成で全数検査のうえ出荷され

ています。　お手元での動作確認方法は１－９項に記されています。　動作に不具合いがあるとき

は以下の諸点を再点検してください。　それでも不明なときは巻末の【Ｑ＆Ａフォーム】にシステ

ム構成（特に外部機器・軸センサの接続回路）等の動作条件を御記入のうえ、技術部宛ＦＡＸして

ださい。　迅速に応答する体制となっています。　なおＴＥＬいただく場合も、客観情報の整理・

評価は問題解決のスピードアップにつながりますから、事前に【Ｑ＆Ａフォーム】をＦＡＸしてく

ださい。

　　再点検・確認ポイント

　（１）Ｉ／Ｏアドレス　　　　　　◆ＩＢＭＰＣ／ＡＴ互換機の規定範囲か？（１－５項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　◆他のボードと重複していないか？

　（２）割り込みレベル　　　　　　◆他のボードと重複していないか？（１－４項）

　（３）軸センサ　　　　　　　　　◆接点論理：出荷時はＢ接点（１－４項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　◆接続回路：省略するセンサ回路の接続（１－８項）

　（４）パルスモータ・ドライバ　　◆パルス入力形式：個別／共通（１－２項、２－４項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　◆パルス入力論理：正／負（２－５項）

　　動作確認方法

　　当社では原則として、ユーザ作成のソフトウエアについては評価しません。　動作確認は本

　製品添付の当社製プログラム（１－９項）の実行結果について推測・適否・判定を行います。

　　ＱＡリクエスト時には当プログラムの実行結果をレポートしてください。
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5-3. 修理のときは

　　入手経路の如何にかかわらず当社宛に直接、お申しつけください。　商社等を経由されますと

　時間がかかるだけでなく、情報交換の不便、費用の面でも不利になります。　なお当社では修理

　依頼を受けた製品が検査の結果、良品と判定された場合は（保証期間内でも）手数料を申し受け

　ます。　特に最初からの不具合いには誤解や情報不足によることが多いので、事前に御相談くだ

　さい。【Ｑ＆Ａフォーム】が便利です。

　　無償修理　　　納入後１年以内の自然故障、および当社製造上の問題に起因した故障に対して

　　　　　　　　は無償修理を行います。　但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか

                否かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。

                  なお当社では保証書を発行していませんが、社内では製造番号と出荷年月日の

                記録を基に判定しています。

　　有償修理　　　落雷等の自然現象、漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、ユーザ側の責に

　　　　　　　　帰する故障品、または納入後１年間を経過した製品の自然故障に対しては実費・

　　　　　　　　有償にて修理をお請けします。　性格上、事前見積もりは不可能ですが、制限額

　　　　　　　　を事前通知いただければ作業過程で制限を超えそうな見通しがたった時点で連絡

　　　　　　　　・相談させていただきます。

　◆受け渡し　：　宅配便によるセンドバックで行います。

　◆修理期間　：　全んどの場合、当社内で２４時間以内に完了・返送しています。　時間を要す

　　　　　　　　る場合は御連絡いたします。

　◆費用の目安：　修理費用は技術者の所要時間（１時間単位）手数料と交換部品代の合計です。

　　　　　　　　　１時間分の手数料は時勢により変動しますが、９６年４月現在￥５,０００円

　　　　　　　　（当社請求）です。　故障経緯、システム客観情報の添付は時間の節約・コスト

　　　　　　　　ダウンに有効です。　典型的な事例では費用合計が￥１５,０００を超えること

　　　　　　　　は希れです。

　　　　【注】　　当社製品に対してユーザが改造を行った場合は、当社サポートの対象外になり

　　　　　　　　ます。　改造とは製品に新たな部品を追加実装、または実装部品を削除したり、

　　　　　　　　回路パターン・接続に変更を加えることです。　なお、当社がオプションとして

　　　　　　　　供給、または指定した部品の追加実装・交換はこの限りではありません。
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　　マイクロサイエンス（株）行　　　　　　　　Ｑ＆Ａフォーム
　　　ＦＡＸ：０３（３２４７）１８５０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発信：　　　年　　月　　日／　　　　時　　分

　　製品名　　　　ＰＭＣ－３５４ＡＴ　　　 購入時期　　　　年　　　月

　　　　　　　　　　　　　（Ｉ／Ｏアドレス）　ＤＩＰＳＷ１　　　　　　　　（Ｉ／Ｏアドレス）　ＤＩＰＳＷ２

　　　　　　　　　　１　　 ２　　　３　　 ４　　 ５　　　６　     １　　 ２　　 ３　　　４　　 ５　　  ６

　　　　　　　　　ｏｎ　 ｏｎ　 ｏｎ　  ｏｎ　 ｏｎ　  ｏｎ　　 ｏｎ　 ｏｎ　 ｏｎ　　ｏｎ　 ｏｎ　  ｏｎ

　　　　　　　　　ｏｆｆ ｏｆｆ ｏｆｆ　ｏｆｆ ｏｆｆ  ｏｆｆ　 ｏｆｆ ｏｆｆ ｏｆｆ　ｏｆｆ ｏｆｆ  ｏｆｆ

　 ボード上の

　 設定、

　 使用状況　　　　　　割り込みレベル【Ｐ１】　　　 軸センサ極性【Ｐ２～Ｐ５】　　　　Ｚ相信号形式【Ｐ７】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　２　３

　　　　　　　　　　１０　○　○　○　○　○　６　　　１　○　○　８　±ＥＬＳ　　　　　○　○　○  Ｘ

　　　　　　　　　　　１　○　○　○　○　○　５　　　　　○　○　　　ＯＬＳ　　　　　　○　○　○　Ｙ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　○　　　ＤＬＳ　　　　　　○　○　○　Ｚ

　　　　　　　　　　  INT 15  12　11　10　５　　　　　４　○　○　５　ＯＲＧ　　　　　　○　○　○　Ｕ

　 使用モータ

　 ／ドライバ

　 Ｉ／Ｏ、　　 同時使用の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ／Ｏアドレス

　 周辺状況　　 他ボード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 割り込み、等

　 本体　　　　パソコン本体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拡張ＢＯＸ

　 システム

　　　　　　　　本体メモリ

　　　　　　　　　ＯＳ　　　　ＤＯＳ（　　　）　ＷＩＮ（　　　　）

　 　　　　　　　 言語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンパイラ　　　　　　　　　　（ｖｒ　　）

   ソフト

　　　　　　　 プログラム名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ハンドラ使用？

　（動作状況）

　　　　　　《６０分以内に応答のないときはお叱りください。》　ＴＥＬ：０３（３２４７）１８４０

　御使用者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所属部・課）

　団体名

　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所在地）

　ＦＡＸ


